
1 ： 　今大会は新型コロナウイルス感染症による自粛化の中、離島県沖縄の更に離島で形成され

る先島の地理的ハンディ克服と、心身共に健全で心豊かなたくましい子どもの育成を図ると共

に両地域の文化にふれあい学習する喜びを体験させることを目的とする。

２ ： 沖縄県野球連盟

３ ： 日本トランスオーシャン航空株式会社、八重山地区学童野球指導者会

沖縄県野球連盟宮古支部

４ ： 沖縄県野球連盟　八重山支部

５ ： 石垣市、石垣市教育委員会、㈱八重山毎日新聞社、㈱八重山日報社

石垣ケーブルテレビ、ＦＭいしがきサンサンラジオ

６ ： スポーツショップマック　、　スポーツ館B・ＯＮＥ

７ ： 令和３年４月２日（金）～４日（日）

８ ： 石垣市中央運動公園野球場・第二野球場・多目的広場

９ ： 令和３年度沖縄県野球連盟学童部に登録された八重山支部及び宮古支部の会員であ

ること。又、出場者は全員スポーツ安全傷害保険に加入していること。

１０ ： 登録は、監督１名、コーチ２名、マネージャー1名、記録員1名とし、選手は２０名以内とする。

１１ 令和３年３月８日（月）～３月１５日（月）　陸上競技場事務所前

１２ ：

１３ ： \１０，０００

１４ ： ※新型コロナウイルス感染拡大防止の為、行わない。

15 ※新型コロナウイルス感染拡大防止の為、表彰式のみを実施する。

１４ ： （公財）全日本軟式野球連盟公認球　ナイガイ（内外）ボールＪ号（学童用）を使用する。

１５ ： （1）　優勝チームには賞状、優勝旗（持ち回り）、優勝盾、優勝メダルを授与する。

（2）　準優勝チームには賞状、準優勝盾、準優勝メダルを授与する。

（3）　個人賞として殊勲賞、敢闘賞、打撃賞の賞状及び記念品を授与する。

１６ ： 2021年度公認野球規則、2021年度競技者必携、学童野球に関する事項および別に定め

る特別規則を適用する。

17 （1）背番号は、監督30番、コーチ29番、28番、主将10番とし選手は０番から９９番とする。

（2）試合中打者、走者、次打者、ベースコーチは連盟公認の両耳付ヘルメット、捕手は連盟公

　　認マスク、スロートガード、プロテクター、レガーズ、捕手用ヘルメット、ファールカップを着用

　　しなければならない。金属、ハイコンバットは公認（JSBB）マーク入りを使用すること。

（3）監督、当該選手に限り抗議することが許される。

（4）あらかじめ2020年度競技者必携、特に学童部に関する事項を熟読しておくこと。

（5）全試合7回とし、正式試合（コールドゲーム）になる回数は、５回以降７点差が生じた場合

　　（決勝戦も適用する）

（6）本大会は７イニングもしくは９０分以内とする。但し、決勝戦は7イニングとし、90分ﾙｰﾙは

　　適用しない。

（7）2イニング、タイブレークが完了しても決着がつかないときは、抽選で勝敗を決定する。

　　ただし、決勝戦の場合は、投手の投球制限を遵守の上、勝敗が決するまでタイブレーク方

　　式を続行する。

※タイブレーク方式（特別延長戦）

　継続打順で、前回の最終打者を一塁走者、その前の打者を二塁とする。　すなわち、0アウト一塁・二塁

　状態にして、投手の投球制限を遵守の上、勝敗が決するまで続行する。

（8）守備の時間が長い場合（概ね20分）には健康維持を考慮し、審判員の判断で給水タイムを

　　設けることとする。（試合時間に入れない）

（9）投手の投球制限については、肘・肩の障害防止を考慮し、1人の投手は、1日70球以内を

　　投球できる。試合中に70球に達した場合、その打者が打撃を完了するまで投球できる。
（10）メガホンは、ベンチ内に限り1個の使用を認める。
（11）熱中症対策として、保護者（女性）2名以内をベンチに入れることができる。
（12）ベースコーチと走者となった投手は、グラウンドコートを着用することができる。

㊟ ① 選手の手袋の色は自由で良い
② 基本的にソックス、ストッキング2足を履く（白色のソックスが見えなくてもよい）
③ アイブラックの使用を認める。　リストバンド、リストガードも許可する。　
④ ネックウォーマーの使用を認める。

日時：令和３年３月１５日（月）午後６時　場所：石垣市中央運動公園野球場1階会議室
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（13） 　学童部の投手は、変化球を投げることを禁止する。　変化球を投げた場合とは、投球が審
判員によって変化球と判断された場合をいう。　投手が変化球を投げた場合は、投げないよ
うに監督及び投手に厳重注意する。注意したにもかかわらず、同一投手が同一試合に変化
球を投げたときは、その投手を交代させる。なを、その投手は他の守備位置につくことは許
されるが、大会期間中投手として出場することはできない。

（14） 申告故意四球について
　守備側チームの監督が審判員に故意四球の意思を伝えた場合、打者には、ボール4個を
得たときと同じように、一塁へ進むことが許される。

（15） 反則投球に関する規則改正
（1）自由な足を一時停止して投球、塁に送球（全軟連・ＮＰＢ、ボーク）　
（2）自由な足を上げ下げして投球（全軟連、ＮＰＢボークとしない）
（2）自由な足を上げ下げして塁に送球（全軟連・ＮＰＢ　ボーク）　

（16） 2試合目以降については、前の試合が終了した時点から１５分後を目安として試合開始をす

　る。　（決勝戦は30分後）

（17） 　オーダー用紙は、大会本部が用意します。（第1試合は8：30までに、第2試合以降は4回裏
終了時までに提出

（18） 監督またはコーチ等が投手の所へ行く回数
（1）監督またはコーチ等が1試合に投手の所へ行ける回数は3回以内とする。なお、延長戦
　（タイブレーク方式を含む）は、2ｲﾆﾝｸﾞに1回行くことができる。
（2）監督またはｺｰﾁ等が、同一ｲﾆﾝｸﾞに同一投手の所へ2度目に行くか、行ったとみなされた
　場合（伝令を使うか、捕手または他の野手に指示を与えて直接投手の所へ行かせた場合）
　は、投手は自動的に交代しなければならない。なお、他の守備位置についたときは、同一
　イニングには再び投手に戻れない。

（19） 守備側のタイムの回数制限
（1）捕手または内野手が、1試合に投手の所へ行ける回数は3回以内とする。なお、延長戦
　（タイブレークも含む）は2ｲﾆﾝｸﾞに1回行くことができる。
（2）野手（捕手も含む）が投手の所へ行った場合、そこへ監督またはｺｰﾁ等が行けば双方1
　度として数える、逆の場合も同様とする。
　投手交代の場合は、監督またはコーチのみ回数には含まない。

（20） 攻撃側のタイムの回数制限
　攻撃側のタイムは、1試合に3回以内とする。なお、延長戦（タイブレーク方式も含む）は、2
　イニングに1回とする。

（21） 試合時間の制限について
（1）先行がリードしていて90分が経過した場合は裏の攻撃まで行う。
（2）裏の攻撃中90分を超えた時点で試合終了となるが、審判員は、最後の打者の打撃開始
　前にその旨を両チームに通告し、この打者の記録までを有効とする。

（22） ﾁｰﾑの責任は、引率者において一切負うものとする。
（23） 大会出場中の選手の負傷については、大会本部において応急処置後、各チームにおいて

　対処する。
（24） 野球連盟公認マーク（Ｊ・Ｓ・Ｂ・Ｂ）が完全に消えた用具は使用しないこと（木製ﾊﾞｯﾄは除く）
（25） 　攻守の交代は敏速に行い、先頭打者、次打者とﾗﾝﾅｰｽﾞｺｰﾁは、攻撃前のﾐｰﾃｨﾝｸﾞには参

加せず速やかに所定の位置につき、投手は、ﾌﾟﾚｰﾄ上で捕手のｻｲﾝを受け時間の短縮に協
力する。

（26） サイン交換は迅速に行うこと。打者はバッターボックス内でサインを見ること。
（27） 次打者席では、投手が投球姿勢に入ったら素振りをしてはならない。



[沖縄県野球連盟八重山支部支部長]

[沖縄県野球連盟八重山支部副支部長]

[沖縄県野球連盟八重山支部審判部長]

[八重山地区学童野球指導者会会長]
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少年スネーク 八重山地区平成２６年

平成２４年 第１６回 少年スネーク

第１８回
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大 会 運 営 委 員

宮古八重山地区

佐和田辰哉

第２２回 宮古

宮古

第２１回

宮古

第２０回
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平成２９年 八重山

真喜良ｻﾝｳｪｰﾌﾞ野球部 八重山地区


